
;----市の人口と世帯数----‐

’ 5月1日現在 前月比

I 人口 31, 631人 （－40)

I 男 15,496人 （－23)

｜ 女 16， 135人 （－17）

i 世帯 8，766世椿 （＋7）
i__________________---__"--._______________________‐
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続けています

花いっぱい運動
I 花いっぱい運動を続けています－．

I この運動は、明るく住みよいまちづくり運動の中で、 自分
I たちの地域の美しい環境づくりをねらいとして、昭和46年
I から進められているものです。

｜ 最近では、各地区の子ども会や老人クラブ､町内会､各
I種団体などが中心になって、 この美化運動に参加していま
’す。とくに、市の南玄関である国道6号沿線の花貫花壇は、

| 逗里互童老人クラブや婦人会の方々が､雑草の刈;り2取;り
I や、球根などを植える奉仕作業をしています。鯛
I みなさんの地域でも、ぜひこの運動に参加してみてはい
I かがですか･ ･…｡。

6月号
No.231

’ 高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

＝

甲
■
Ｃ
Ｑ
■

１
１
１
１
１

丹精こめてカンナの球根を植えている石滝老人クラブのみなさん〈花貫花壇にて）

冒 関 ､唖bl‘

）

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151.1152です。
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会
長
に

こ
れ
か
ら

３
年
間
の
任
期

市
農
業
委
員
会
の

役
職
き
ま
る

下
山
田
一
郎
さ
ん

○○GOO｡

今 E言

云 ］三

下山田一郎さんより開催します

ー

会長代理

神長良道さん

会長代理

松本基さん

Ⅲ

市
民
の
み
な
さ
ん
が
ⅢⅢ

何
を
求
め
て
い
る
か

市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
要
求
ⅢⅢ

を
満
た
す
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
Ⅲ

す
す
め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
川Ⅲ

と
は
言
え
な
い
点
が
数
多
く
あ
り
ま
Ⅲ

す
。
こ
の
た
め
、
よ
り
満
足
の
い
く
要
川

求
に
そ
っ
た
施
策
を
す
す
め
る
た
め
に
ⅢⅢ

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
〃
市
に
何
川

を
求
め
て
い
る
か
″
を
知
る
こ
と
が
何
川

よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

Ⅲ

市
政
懇
談
会
は
、
昭
和
印
年
に
始
め
Ⅲ

ら
れ
、
昨
年
ま
で
４
年
間
に
わ
た
り
、
Ⅲ

市
内
全
地
区
で
蛇
回
開
催
し
、
市
民
約
Ⅲ

１
，
０
０
０
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
Ⅲ

し
た
。
そ
し
て
集
ま
っ
た
市
民
の
方
々
川

市
農
業
委
員
会
の
委
員
は
、
４
月
幻

日
選
挙
に
よ
り
妬
名
が
選
出
さ
れ
（
既

広
報
済
）
、
５
月
妬
日
雁
議
会
及
び
市

農
業
協
同
組
合
推
せ
ん
に
よ
る
６
名
が

選
任
さ
れ
、
す
べ
て
が
決
定
し
ま
し
た
。

選
挙
後
初
め
て
の
委
員
会
は
、
５
月

…

F

農業振興部

会長

大高裕司さん

県農業会議員

大部昭雄さん

若
い
仲
間
の

交
流
の
場
と
し
て

今
年
の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
高
浜
町
１
１
蛇
高
浜

グ
ラ
ン
ド
北
側
）
は
、
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
先
を
も
つ
巧
歳
か
ら
溺
歳
未

満
で
勤
労
青
少
年
の
方
な
ら
、
ど
な
た

で
も
無
料
で
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

青
少
年
の
み
な
さ
ん
が
、
仕
事
の
余

暇
や
休
日
を
よ
り
楽
し
く
す
ご
す
た
め

の
憩
い
や
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
文
化
教
養
な
ど
健
全
な
余
暇

活
動
の
場
と
し
て
明
日
へ
の
勤
労
意
欲

瓢
目
開
催
さ
れ
、
会
長
な
ど
の
新
し
い

役
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
役
職
及
び
選
任
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

会
長
下
山
田
一
郎
（
下
手
綱
）

会
長
代
理
神
長
良
道
（
上
手
綱
）

″
松
本
基
（
下
君
田
）

県
農
業
会
議
員
大
部
昭
雄
（
秋
山
）

農
業
振
興
部
会
長
大
高
裕
司
（
島
名
）

○
選
任
委
員

下
山
田
一
郎
（
下
手
綱
）

豊
田
武
門
（
横
川
）

佐
藤
敏
雄
（
島
名
）

近
藤
孝
一
（
秋
山
）

鈴
木
茂
（
東
本
町
）
以
上
議
会
推
薦

柴
田
耕
作
（
石
滝
）

一
） 勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

農
協
推
薦

’を
盛
り
あ
げ
る
た
め
に
、
ま
た
若
い
仲

間
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
に
は

「
利
用
証
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
ホ
ー
ム
に
用
意
し
て
あ
る
「
利

用
証
交
付
申
請
書
」
に
必
要
な
こ
と
を

書
き
、
勤
務
先
な
ど
の
証
明
を
受
け
て

ホ
ー
ム
に
提
出
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
利
用

証
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

利
用
で
き
な
い
場
合

①
秩
序
を
み
だ
し
、
公
益
を
害
す
る

軟式テニスの仲間?あつまれ.／

高萩軟式テニス同好会では、軟式テニス愛好者のみなさん
のために、練習会を行いますので、多数ご参加ください｡
初心者をはじめとして、高校生以上一般市民を対象とし
ています。

○練習日 毎月第2日曜日
○時間 午前9時より12時まで

○場所 市民テニスコート （青少年ホーム東側）

○指導員 高萩軟式テニス同好会

※申し込みは、同好会連絡事務所大久保宅（電③5505）か、
または市勤労青少年ホーム窓口へ。
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和
田
さ
く
ら
さ
ん
（
ｎ
歳
）
Ⅱ
高
萩

４
７
０
Ⅱ
は
、
母
子
保
健
、
家
族
計
画

な
ど
の
指
導
に
献
身
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
勲
六
等
宝
冠
章
を
受
け
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
は
、
昭
和
唖
年
高
萩
炭
砿

診
療
所
に
助
産
婦
と
し
て
勤
務
。
そ
の
瀞

助
産
婦
一
筋
に

今年度から希望に
和田さくらさん

高萩470

後
、
昭
和
”
年
か
ら
自
宅
で
助
産
婦
を

開
業
し
、
地
域
住
民
の
母
子
保
健
衛
生

思
想
の
普
及
や
、
家
族
計
画
の
普
及
に

努
力
さ
れ
ま
し
た
。

と
く
に
、
未
熟
児
の
養
育
に
か
か
わ

る
研
究
と
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、

現
在
、
高
萩
保
健
所
の
母
親
学
級
や
県

立
中
央
看
護
専
門
学
院
の
助
産
学
科
の

講
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
助
産
婦
会
副
会
長
と
し
て

小
児
・
母
子
保
健
関
係
の
研
究
の
チ
ー

ム
づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
、
小
児
保

健
の
向
上
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
田
さ
ん
が
取
り
あ
げ
た
赤
ち
ゃ
ん

は
３
，
４
０
０
人
の
多
き
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。

か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
伺
い
、
市
政
運

営
の
面
で
非
常
に
有
効
な
結
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

過
去
４
年
間
は
、
市
で
あ
ら
か
じ
め

日
程
を
決
め
、
市
長
は
じ
め
市
の
執
行

部
が
、
地
域
へ
出
向
き
意
見
を
伺
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
次
の
よ
う
な

方
法
で
、
懇
談
会
を
希
望
す
る
地
域
や

市政懇談会を希望する地域や

団体はご連絡ください

みなさんの地域や各種団体など

で、市政懇談会を希望する方は、

ご連絡ください。

期日などは協議のうえ決定しま

す。

'‐

みなさんのご意見などを

およせください

みなさんからの市政に対するご

意見．ご要望をおまちしています。

また、地域の明るい話題や、子

どもたちに関した話題がありまし

たらおよせくださ',､。

懇談会や意見などのあて先は、

〒318高萩市本町lの100

高萩市役所市長公室広報広聴係

（電③2111内線219または230)

です。

各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
話
し
合

い
の
場
を
も
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
場
や
グ
ル
ー
プ
活
動
の
中
で
、
市

政
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
「
市
政
懇
談
会
」
と
し
て
皆
さ
ん

の
声
を
お
聞
き
し
、
話
し
合
い
の
場
を

も
ち
ま
す
。

鈴
木
好
之
さ
ん
（
砺
歳
）
Ⅱ
島
名
１

１
４
９
Ⅱ
は
、
地
方
自
治
の
発
展
と
、

市
政
の
向
上
発
展
に
努
力
さ
れ
た
と
し

て
藍
綬
褒
章
を
受
け
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
溺
年
４
月
か
ら

今
日
に
至
る
ま
で
”
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
町
、
市
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
市
政
の
伸
展
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

と
く
に
、
経
済
委
員
会
委
員
長
を
歴

地
方
自
治
に
貢
献

ゞ
臺
簔

鍵
議
鈴木好之さん

島名1149

11111Ⅱ' '1||||Ⅲ|||ⅢⅢllllllIlli illlIIlⅡ'''' ''''1ⅢlllIlllllllⅡ'''1111Ⅲ|Ⅲll1lIllⅢ||Ⅲ''1Ⅱlllllllllllll llllⅢ'1ⅢⅢl川11ⅡI

任
し
農
業
振
興
に
精
力
的
に
活
躍
。
ま

た
、
永
き
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
も
農
業
経
済
の
た
め
努
力
さ
れ

そ
の
問
、
農
業
協
同
組
合
の
役
員
と
し

て
農
協
発
展
に
努
力
す
る
な
ど
、
本
市

農
政
の
伸
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
如
年
に
設
立
さ
れ
た
高

萩
市
及
十
王
町
衛
生
組
合
（
当
時
）
の

広
域
行
政
の
推
進
と
環
鏡
衛
生
の
基
盤

づ
く
り
に
・
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
司
と
し
て
活
躍

…鐸;鴬

お
そ
れ
の
あ
る
と
き
。

②
建
物
お
よ
び
付
属
施
設
を
き
損
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

‐
｝

鋤

象
琴払 》

篝
佐藤一夫さん

島名1297
4月にオープンした勤労青少年ホーム

佐
藤
一
夫
さ
ん
（
弱
歳
）
Ⅱ
島
名
１

２
９
７
Ⅱ
は
、
多
年
に
わ
た
り
罪
を
犯

し
た
者
の
更
生
と
犯
罪
予
防
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
藍
綬
褒
章
を
受
け
ま

し
た
。佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
型
年
ｎ
月
に
法

務
総
裁
よ
り
少
年
司
法
保
護
委
員
に
命

ぜ
ら
れ
、
昭
和
妬
年
保
護
司
法
が
制
定

さ
れ
て
か
ら
保
護
司
と
し
て
、
今
日
ま

で
活
躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
少
年
の
非
行
の
面
で
も
、

思
い
や
り
の
あ
る
温
い
心
で
接
し
、
更

生
の
導
き
を
す
る
な
ど
、
高
萩
営
林
署

十
王
担
当
区
事
務
所
に
勤
務
す
る
か
た

わ
ら
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

③
そ
の
ほ
か
青
少
年
ホ
ー
ム
の
利
用

を
不
適
当
と
認
め
る
と
き
。

利
用
時
間
は

平
日
．
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で

日
曜
日
…
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で

（
休
館
日
は
、
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
と

⑫
月
”
日
か
ら
１
月
３
旧
ま
で
）

ホ
ー
ム
の
中
の
部
屋
は

体
育
室
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
）
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
談
話
室
，
集
会

室
、
講
習
室
、
和
室
図
書
室
、
音
楽

室
（
ピ
ア
ノ
付
き
）
、
調
理
室
（
料
理

教
室
用
な
ど
）

※
一
般
の
み
な
さ
ん
（
勤
労
青
少
年
以

外
は
使
用
料
有
）
も
利
用
で
き
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
電
③
７
１
７
７
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〆
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市報たかはぎ (4）(第231号〕
一

のマナーが大切1人I

Ⅱ

環
境
週
間
を
機
会
に
州

み
ん
な
で
ゴ
、
、
、
を
考
え
よ
う

Ⅱ

６
月
５
日
か
ら
ｎ
日
ま
で
、
環
境
週
間
で
す
。

Ⅱ

わ
た
し
た
ち
の
家
庭
か
ら
で
る
・
コ
ミ
の
量
は
、
年
々
増
え
る
一
方
で
す
。
い
Ⅲ

川
ま
や
〃
ゴ
ミ
戦
争
″
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
膨
大
な
ゴ
ミ
の
量
と
処
理
費
用
の
Ⅲ

Ⅲ
増
大
は
財
政
的
に
も
深
刻
化
す
る
一
方
で
す
。
ま
た
、
山
や
海
な
ど
の
自
然
も
叩

。
Ⅱ
寺川
コ
ミ
公
害
に
泣
い
て
い
ま
す
。
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
た
ち
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
肌

Ⅲ
が
、
貴
重
な
自
然
を
痛
め
つ
け
て
い
る
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
清
掃
奉
仕
や
自
主
的
に
美
化
運
動
に
協
力
を
し
て
い
ⅢⅡ

Ⅲ
る
い
ろ
い
ろ
な
方
が
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
家
庭
の
中
で
き
れ
い
好
き
で
も
、
い
っ
た
ん
外
に
出
る
と
、
と
た
ん
Ⅲ

Ｍ
に
〃
儒
ゴ
ミ
無
関
心
派
″
に
な
っ
て
し
ま
う
人
は
、
以
外
と
多
い
も
の
で
す
。

第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」
「
清
掃
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
は
、
み
な
さ
川

Ⅲ
ん
で
声
を
か
け
あ
っ
て
地
域
の
美
化
運
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
．

自
然
は
み
ん
な
の
憩
い
の
場
所
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、
き
れ
い
Ⅲ

川
に
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
｜
』
二
言
一
二
二
二
一
二
一
三
二
三
二
三
一
二
二
一
一
二
三
一
』
二
一
二
二
一
二
三
差
霊
室
』
二
一
宮
二
二
二
』
一
二
二
雪
二
』
’
二
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
二
一
一
三
一
一
二
二
一
二
一
二
一
一
二
一
二
二
一
】

（
》

〈 ひろってもひろってもなぜあるの？
1 6号国道沿いのあきカンを拾う亦浜婦人会

（ のみなさん。

ノ

、
‐
ノ
ー
〉
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I クズかこはなぜいつぱいになるの？
1

〈 ゴミは、かならず、自分で持ち帰る心が
く

く けをしてほしいものです。

礎
．
焼

詔蕪
維
蝉
緯
騨
溌
癖
耀

、
型
、
翠

謀
わ
ゎ

強
熱
跳
等
》
》

銘

詳

睡
謬
迂

識
盈
幹

騨
矧
稗

Ⅱ

帥

糾

蒋

叩

咀
柊
境
踊

群
副
榊
》

Ⅱ

ｕ
Ⅱ

Ⅱ

呼

詫

翻

此

リ

開

弾

鰯

醐
群
跡 甫漉 熱 織榊

海
岸
で
け
が
で
も
し
た
ら

気
が
つ
い
た
ら
ピ
ン
の
か
け
ら
や

あ
き
カ
ン
を
拾
い
ま
し
ょ
う
。

蕊
;燕溌
瀝藩 .:､
, 郷 熟 畦
な

鱗：
::

． ﾄ

,沙 干ﾛ和
二

』卜 吋 鬼■ 』

織燕
嬉鐡鰯
1 門 『｡

蕊

アーォ蝿＃

ー 溌
驚
蕊
蕊
鐵
蟻
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
溌

癖錐上』 写 :､E猿 :

蕊鐙蕊

識
蝿

’

し
尿
浄
化
そ
う
の
管
理
は
、
「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

で
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
管
理
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
注
意

や
点
検
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
使
用
者
や

工
事
業
者
は
ぜ
ひ
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

し
尿
浄
化
そ
う
の
使
用
上
の
注
意

○
年
１
回
以
上
の
保
守
点
検
を
す
る
。

○
ば
つ
気
方
式
の
場
合
は
、
ば
つ
気
用

モ
ー
タ
ー
、
ま
た
は
、
ブ
ロ
ア
ー
の

電
源
を
切
っ
て
は
い
け
な
い
。

※
電
源
を
切
る
と
、
中
の
微
生
物
が

死
ん
で
、
浄
化
し
な
く
な
る
。

○
便
器
は
、
薬
品
（
塩
酸
、
ク
レ
ゾ
ー

ル
、
殺
虫
剤
、
中
性
洗
剤
な
ど
）

で
洗
っ
て
は
い
け
な
い
。

※
こ
の
場
合
も
微
生
物
が
死
ん
で
、

浄
化
し
な
く
な
り
ま
す
。
水
か
、
ぬ

る
ま
湯
で
洗
う
。

○
便
器
や
浄
化
そ
う
の
中
に
は
、
異
物

（
タ
バ
コ
の
吸
が
ら
、
紙
お
む
つ
、

衛
生
綿
な
ど
）
を
入
れ
な
い
。

○
浄
化
そ
う
の
ま
わ
り
に
は
、
保
守
点

検
で
き
る
よ
う
に
物
を
の
せ
な
い
。

な
ど
で
す
が
、
使
用
者
や
工
事
業
者

は
、
浄
化
そ
う
の
保
守
点
検
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
浄
化
そ
う
を
設
置
す
る
場
合
は

か
な
ら
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

高
萩
保
健
所
（
電
②
２
６
２
８
）

し
尿
浄
化
そ
う
は

年
１
回
以
上
の
点
検
を
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高
萩
警
察
署
管
内
の
今
年
の
交
通
死
し
ま
い
ま
し
た
。
内
訳
を
み
て
み
ま
す
が
成
人
前
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
５
月
ｎ
日
に
は
、
北
茨
城
市
磯
原
町
ず
で
す
。

亡
事
故
は
、
１
月
３
日
の
夜
、
中
郷
町
と
、
発
生
場
所
別
で
Ｌ
二
二
二
二
一
二
二
二
二
二
二
二
」
二
言
二
二
二
’
二
二
二
二
一
三
二
二
二
二
二
二
二
二
三
言
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
’
二
二
二
二
二
二
］
二
二
二
二
三
｜
言
二
一
二
二
二
二
一
二
雁
の
小
学
２
年
生
の
男
話
し
合
い
で
事
故
は
防
げ
る

の
６
号
国
道
で
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
は
、
北
茨
城
市
５
件
、
Ⅲ
Ｉ
の
子
が
、
学
校
か
ら
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
初
日
、

ぎ
か
ら
市
内
の
青
年
２
人
が
即
死
す
議
６
名
、
高
萩
市
２
件
Ｉ
家
庭
や
職
場
で
事
故
は
防
げ
る
蔦
宅
し
て
自
宅
付
近
小
学
校
の
校
長
先
生
は
、
朝
の
全
校
集

と
い
う
き
び
し
い
幕
あ
け
と
な
り
ま
し
３
名
、
十
王
町
２
件
、
Ⅷ
川
の
６
号
国
道
で
遊
ん
会
で
、
交
通
安
全
の
話
を
し
た
ば
か
り

た
。
２
名
、
住
所
別
で
Ⅲ
一
二
三
］
二
一
・
《
α
二
』
二
一
三
一
二
三
二
二
二
二
三
二
二
二
三
三
二
’
三
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
言
｝
ニ
ニ
ニ
’
’
二
二
一
三
三
二
二
三
二
」
二
一
二
二
’
二
三
一
二
二
三
二
二
刷
で
い
て
ダ
ン
プ
に
は
で
し
た
。
交
通
安
全
に
つ
い
て
、
家
庭

そ
の
一
週
間
後
の
１
月
ｎ
日
に
は
、
は
、
北
茨
城
市
４
名
、
高
萩
市
４
名
、
原
因
は
、
飲
酒
と
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
ね
ら
れ
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
や
職
場
の
中
で
話
し
合
い
を
す
る
こ
と

市
内
赤
浜
の
６
号
国
道
で
、
や
は
り
市
県
外
３
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
ぎ
で
す
。
ダ
ン
プ
の
運
転
手
は
卯
メ
ー
ト
ル
前
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
不
幸
な
事
故

内
の
青
年
２
人
乗
り
の
乗
用
車
が
、
大
慣
れ
た
道
路
で
の
事
故
が
減
ら
な
い
事
故
…
…
飛
び
出
し
な
ど
方
に
小
学
生
を
発
見
し
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
は
防
げ
る
は
ず
で
す
。

型
ト
ラ
ッ
ク
と
正
面
衝
突
、
即
死
す
る
従
来
国
道
で
の
交
道
事
故
は
、
通
過
４
月
に
入
っ
て
北
茨
城
市
大
津
町
で
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
は
ね
て
い
る
の
で
（
高
萩
警
察
署
堤
供
）

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

蕊
織
織
蕊
灘
溌
と
融
纈
翻
り
ま
し
た
．
灘
鶴
輌
諏
溌
蠅
溌
雛
濡
驍
露
縣
吾
撫
鰈
艫
蕊
嬬
点
鮮
鵠
藏
鵠

地域の美 化 は

死
亡
事
故
者
は
、
５
月
面
日
現
在
で
と
に
、
市
民
が
調
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
を
が
、
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
て
亡
く
な
そ
し
て
、
小
学
生
も
道
路
以
外
の
場
所

①
昨
年
１
年
間
と
同
数
の
ｎ
名
に
な
っ
て
占
め
て
い
ま
す
。
高
萩
の
場
合
は
４
人
っ
て
い
ま
す
．
で
遊
ん
で
い
た
ら
事
故
は
な
か
つ
た
は

家
の
ま
わ
り
を
な
ぜ

他
人
が
清
掃
を
？

一
人
ひ
と
り
が
環
境
美
化
に
参

加
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
、
あ
な

た
も
い
か
が
で
す
か
。

＝

地
域
の
環
境
つ
く
り
は

ま
ず
町
内
か
ら
…
…

短
時
間
で
も
い
い
の
で
す
月
１

回
ぐ
ら
い
は
町
内
会
で
清
掃
し
ま

１
レ
』
生
高
ノ
○

）

、
Ｉ
ｆ
１
‐
Ｊ
１
、
．
Ｊ
…

Ｊ

Ｊ

、

ｆ

、

ｆ
、
ｌ
ｒ
ｊ
Ｊ
１
ノ

、
、
Ｊ
Ｊ
１

…

、

、
Ｊ
ｆ
ｆ
‐
、
、
ｊ
ノ

ー
駅
前
は
、
き
れ
い
で
あ
っ
て
一

一
ほ
し
い
の
で
す
が
…

一
清
掃
奉
仕
を
し
て
い
る
か
た
も
一

下
る
の
で
す
。

沼医院｜ 春日町 ’ 12, ,4”7月1日 青

宮
〃 8日

一|－

〃』5日| 滝

宮十一滝

７
月
の

日
曜
診
療

診
療
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

本 町

-'一王町友部

春日町

有明町

内医院

王医院

川医院

土医院

｜ (2) 2306

(十王）
3266

(3) 3100

’
(2) 2697〃22日 日

立花'延院 東水町 (2) 25'2129日
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‐
蘭
⑪
戎
提
蠅
勒
弼
畷
巧
》
ｆ
西

金

い
て
、
そ
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
任
務

○
鈴
木
美
智
子
さ
ん
（
弱
歳
）

赤
浜
７
７
６
１
２
（
農
業
）
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
市
内
で
２
人
の
方
が
、
県
○
田
村
茂
さ
ん
兎
歳
）
電
話
に
よ
る
相
談
も
お
う
け
し
ま
す

知
事
か
ら
県
政
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
さ
れ
本
町
２
１
６
（
商
業
）
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

’
’
’
’
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

県政モニターです

県への意見・要望をどうぞ高
萩
高
校
が
初
優
勝

第
誕
回
珂
北
高
校
野
球
大
会
で

ま
し
た
。

蕊

ん
モ
ニ
タ
ー
は
、
県
民
と
県
政
の
橋
渡
行
政

鍵
蘇
議
溌
戦
藥

田

騒
ぎ

ト
の
結
果
を
施
策
の
参
考
と
し
て
い
く
こ
の
た
び
、
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら

も
の
で
す
。
行
政
相
談
員
に
神
長
新
一
さ
ん
Ⅱ
島
名

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
県
政
に
対
し
１
３
９
４
（
電
②
３
７
７
３
）
が
、
再

んさ
て
気
づ
い
た
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
モ
’
一
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

子
タ
ー
ヘ
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
は
、
国
や
県
、
市
な

智美
任
期
は
．
昭
和
弱
年
３
月
弧
日
ま
で
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
抱
い

木
て
い
る
苦
情
や
要
望
、
意
見
な
ど
を
間

の
１
年
間
で
す
。

鈴
、
↑
『
、
↑
．
シ
Ｌ
皇
司
会
↓
１
，
，
昌
々
↑
ン
↑
Ｅ
号

群･箒. §:華 : . , . .
凄霊欝蔦稚雰……号 ' ' ･ ･･ ･ … ､ :: :『冒蕊蕊溌溌蕊鐵蕊簿轆蝿鞭密職溌溌篭鍔辮繊識辮辮蕊蕊灘鍵騒
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さる5月18日から23日までの6日間、高萩市営球場で

開かれていた第32回珂北高校野球大会の決勝戦で、地

元の県立高萩高校が茨城キリスト教学園高校と対戦、

6対2で勝ち優勝しました。

この大会は、昭和32年に第1回大会が開催されてか

ら、今年で22年間続けられていますが、地元の高校が

優勝したのは初めてです。

唾

モ
チ
つ
き
や
野
だ
て
も

率
「
み
ん
な
の
広
場
」
に
５
千
人

（
＄
）

さる5月13日、高萩市営球場で「楽し'くあそぼうみん
なの広場」が開かれました。 この催しは、今年で5回
目を迎えました。 5月晴れのもと親子づれなど約5,00

0人が参加。新しく設けられた野だてのコーナーや、
モチつきなどに人気が集中し、思い思いに楽しい1日
を過ごしました。

伝
わ
る
。
吸
い
込
む
息
の
す
が
す
が
し

，
式
ご
Ｏ

耳
元
に
と
び
込
ん
で
く
る
小
鳥
の
さ

え
ず
り
に
、
ふ
と
、
見
上
げ
る
と
、
樹

齢
４
１
５
百
年
の
松
の
大
木
の
回
り
を

楽
し
げ
に
小
鳥
が
、
飛
び
か
っ
て
い
る
。

自
然
は
こ
れ
光
明
な
り

カ
ヤ
の
大
木
の
中
ほ
ど
に
、
何
年
前

よ
り
生
じ
た
も
の
か
、
サ
ク
ラ
と
エ
ノ

キ
が
、
仲
よ
く
や
ど
り
木
（
写
真
）
し

て
い
る
。

こ
ん
な
詩
的
な
す
ば
ら
し
い
自
然
の

rｰ

一

八
詔
Ｖ

「
１
１
０
８
Ｊ
Ｉ
Ⅱ
ｆ

ｒ
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｄ
ｌ
ｊ

F

開
発
が
進
む
に
つ

れ
て
、
自
然
が
破
壊

さ
れ
る
。
破
壊
さ
れ

た
自
然
は
取
り
も
ど

さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

五
月
時
（
さ
っ
き

晴
れ
）
の
朝
日
輝
く

庭
へ
素
足
で
お
り

る
。
ひ
ん
や
り
と
し

た
感
触
が
、
五
体
に

玖
台
寺
あ
た
り

恩
恵
を
、
街
の
真
中
で
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
幸
だ
。

し
か
し
、
か
け
が
え
の
な
い
松
の
大

木
を
見
上
げ
て
い
る
と
、
松
食
虫
の
こ

と
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
こ
の
欄
で
も
と
り

上
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
：
：
．
・
・
・
…
。
。

県
南
、
県
西
部
は
、
数
年
来
す
っ
か

り
痛
め
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
あ
た

り
か
ら
当
市
内
で
も
被
害
が
目
立
っ
て

来
て
い
る
。

最
後
に
、
仏
教
の
こ
と
ば
で
、
自
然

を
た
い
せ
つ
に
、
守
る
べ
き
だ
と
い
う

い
い
文
章
の
意
味
だ
け
を
の
べ
た
い
。

あ
の
草
も
、
こ
の
草
も
、
こ
の
山

も
、
こ
の
川
も
、
山
川
草
木
、
大
自
然

こ
と
ご
と
く
、
み
ん
な
自
分
の
眼
と
同

じ
よ
う
に
大
事
な
も
の
な
の
だ
”
自
分

の
眼
な
の
だ
。
自
分
の
眼
で
大
自
然
一

杯
に
ふ
さ
か
つ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
道

理
を
よ
く
よ
く
、
明
ら
か
に
し
て
、
破

壊
さ
れ
が
ち
な
大
自
然
の
光
明
を
、
守

り
ぬ
い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

サクラとエノ木のやどり木

（玖台寺にて）
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長
祐
禅
定
門
（
大
塚
伊
勢
守
成
貞
）

は
、
悲
劇
の
人
で
あ
る
。
文
明
十
年

（
一
四
七
八
）
に
妻
（
伊
勢
御
前
と
呼
ば

れ
た
）
を
亡
く
し
、
そ
の
上
、
大
塚
氏

一
族
の
争
い
に
ま
き
こ
ま
れ
、
子
の
彦

五
郎
隆
成
と
も
不
和
に
な
る
。

文
明
十
六
年
（
’
四
八
四
）
仲
春

（
三
月
）
五
日
の
島
名
村
鏡
明
神
造
営

棟
札
に
、
「
当
地
頭
大
旦
那
大
塚
兵
庫

昨
年
の
夏
以
降
、
各
地
で
山
の
松
を
大
切
な
庭
木
な
ど
の
松
を
守
る
た
め
の
れ
ま
す
。
樹
全
体
に
網
（
寒
冷
紗
な
ど
）

始
め
ｂ
庭
木
や
公
園
な
ど
の
松
が
、
松
予
防
措
置
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
ぜ
ひ
を
か
ぶ
せ
ま
す
。

く
い
虫
（
マ
ッ
ノ
ザ
ィ
セ
ン
チ
ュ
ゥ
）
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
松
く
い
虫
（
マ
ッ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

に
よ
っ
て
枯
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ウ
）
の
入
っ
た
松
は
、
ほ
と
ん
ど
助
か

薬
剤
に
よ
る
予
防

そ
こ
で
、
こ
の
松
く
い
虫
を
退
治
す
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
予
防
措
置
を

る
た
め
、
県
や
市
で
伐
倒
駆
除
事
業
を
松
く
い
虫
の
発
生
す
る
時
期
（
６
月
し
て
松
く
い
虫
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し

進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
伐
倒
駆
除
事
か
ら
７
月
）
に
か
け
て
、
有
機
り
ん
系
ょ
う
。
被
害
が
で
た
時
や
、
薬
の
名
前

業
は
、
松
く
い
虫
に
よ
っ
て
す
で
に
枯
乳
剤
（
ス
ミ
チ
オ
ン
系
乳
剤
）
を
３
回
や
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ

れ
て
し
ま
っ
た
松
を
切
り
倒
し
、
薬
を
（
加
日
ぐ
ら
い
の
間
隔
で
）
ぐ
ら
い
噴
と
は
、
市
経
済
部
農
林
課
（
電
③
２
１

か
け
て
木
の
中
に
入
っ
て
い
る
松
く
い
霧
機
な
ど
で
、
枝
や
葉
全
体
に
十
分
か
１
１
内
線
２
６
１
１
２
６
３
（
ま
た
は

虫
の
幼
虫
を
殺
し
て
し
ま
う
方
法
で
す
か
る
よ
う
散
布
し
ま
す
。
高
萩
林
業
指
導
所
（
電
②
３
５
４
９
）

こ
れ
か
ら
は
、
松
く
い
虫
の
発
生
時
こ
の
場
合
、
他
の
樹
木
（
カ
エ
デ
類
県
林
業
課
（
松
く
い
虫
防
除
対
策
室
）

期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
自
分
の
や
、
五
葉
松
）
に
薬
液
が
か
か
ら
な
い
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

頭
隆
成
、
子
息
弥
次
郎
常
成
」
と
あ
る
（
部
下
）
と
な
る
。
晩
薙
髪
（
晩
年
、

丈
帳
・
種
：
こ
暑
嶬
ｉ
壼
蝋
＆
ゞ
建
言
』
↓
て
量
；
・

去
諄
位
は
、
成
貞
か
ら
隆
成
に
移
っ
て
い
た
長
享
二
年
九
月
廿
三
日
没
。
外
城
に

、入
塾
『
過
ヨ
田
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
翌
年
七
月
、
岩
城
居
り
て
退
去
す
る
を
以
て
、
人
呼
ん

一
躍
“
や
常
隆
は
軍
を
お
こ
し
て
多
賀
郡
に
侵
で
外
城
の
伊
勢
入
道
と
い
う
。

蓋
十

斗

の
で
、
こ
の
こ
ろ
は
竜
子
山
城
主
の
地

位
は
、
成
貞
か
ら
隆
成
に
移
っ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
翌
年
七
月
、
岩
城

常
隆
は
軍
を
お
こ
し
て
多
賀
郡
に
侵

減“、
騒丈鯉啄

赤浜妙法寺過去帳

（三十三）

松
く
い
虫
か
ら

松
を
守
る
た
め
に

士
心

入
、
車
城
（
北
茨
城
市
華
川
町
）
を
攻

め
て
城
主
車
氏
を
討
取
り
、
つ
い
で
竜

子
山
城
に
せ
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
、
大

塚
成
貞
は
、
お
そ
れ
て
城
か
ら
で
て
降

伏
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
有
様

を
「
常
陸
誌
料
」
は
、
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

成
貞
は
伊
勢
守
と
称
し
、
初
め
佐
竹

氏
に
つ
か
え
る
。
文
明
十
七
年
、
岩

城
下
総
守
常
隆
、
兵
を
発
し
て
多
珂

郡
を
略
す
。
十
一
日
、
車
城
を
攻
め

て
、
こ
れ
を
陥
す
。
成
貞
、
お
そ
れ

出
て
降
る
。
つ
い
に
岩
城
氏
の
陛
下

薊
唇
I

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
を
使
わ
な
い
予
防

小
さ
い
庭
木
に
は
よ
い
方
法
と
思
わ

島
名
の
鏡
神
社

そ
し
て
、
殿
様
に
、
い
う
意
味
な
ん
だ
が
．

「
そ
の
ご
と
ぢ
ゃ
ね
え
ぞ
、
そ
の
手
水
ご
ぼ
う
千
切
り
に
し
て
、
ど
じ
ょ
う
さ

鉢
さ
水
を
入
れ
て
、
そ
ご
さ
置
ぐ
ん
だ
背
負
わ
せ
ん
の
難
儀
し
や
ん
し
た
と
。

ぞ
」
こ
の
昔
話
は
、
話
者
の
話
し
言
葉
を

っ
て
、
言
わ
っ
ち
ゃ
話
も
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
書
き
起
し
た
も
の
で
す
。

㈲
し
よ
い
ご
ぼ
う
高
萩
の
民
話
調
査
編
集
委
員
会

一
コ
》
州
綱
岬
岬
呼
睦
幟
州
州
峠
州
鋤
州
吋
函
州
吋

０
９
６
，
０
３

が
蹄
戸
』
雷
詞
州
壺
謡
鋤
諦
へ
《
轄
醒
》
郡
夛
識
唾
》
》

上
」
ん
Ｌ
手
館
館
民
部

馳
唾
岬
銅
細
め
季
輌
評
圭
錘
悔
》
犀
へ
》
》
唾
絵
に
蓉
夛
奉

一
忌
池
舗
華
趣
唾
軒
準
酔
岼
却
恥
躍
蜂
繕
魂
罫
報
↓
絵
睦
垂

菫
目
》
咋
譲
》
搾
却
》
》
和
窪
》
諦
峠
耐
鐸
潅
斗
燕
酔
》

○
○
○
○
○
○

安
寺
持
方
ぱ
な
し

上
君
田
大
森
か
つ

㈲
長
頭
を
ま
わ
せ

む
が
し
や
あ
、
そ
の
殿
様
が
、
そ
っ

ち
こ
っ
ち
泊
っ
た
ん
で
す
っ
ぺ
ね
え
。

そ
の
、
安
寺
持
方
の
方
さ
行
っ
て
、

や
っ
ぱ
り
、
い
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

泊
ま
ん
で
す
っ
ぺ
、
殿
様
が
。
そ
う
ち

ゆ
》
つ
と
、

「
ち
よ
う
ず
を
ま
わ
せ
」

っ
て
、
言
わ
っ
ち
ゃ
ん
で
す
つ
と
。
長

い
頭
の
男
を
探
し
て
来
て
、
そ
い
ず
を

こ
う
回
し
た
っ
て
、

た
瀞
臘
ぎ
の

L三

(その⑫）

「
今
夜
は
何
よ
ば
れ
ん
ぺ
。
」

っ
て
言
っ
た
れ
ぱ
、

「
し
よ
い
ご
ぼ
う
食
べ
で
え
。
」

っ
て
言
っ
た
ん
で
す
っ
と
、

そ
う
し
た
れ
ば
、
ど
じ
ょ
う
を
お
せ
え

で
き
て
、
ご
ぼ
う
を
し
ょ
わ
せ
だ
ん
で

す
と
。
安
寺
の
方
で
ね
。
み
ん
な
し
て

払
せ
え
で
で
、
ご
ぼ
う
を
細
ぐ
し
て
、

し
ょ
わ
せ
で
、
煮
つ
け
で
出
し
た
と
か

聞
き
ま
し
た
よ
。

し
よ
い
ご
ぼ
う
っ
て
い
う
の
は
、
ど
う
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貸
付

今
年
の
４
月
に
発
足
し
た
「
高
萩
市
○
取
扱
い
金
融
機
関

生
活
資
金
融
資
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ

日
立
信
用
組
合
高
萩
支
店

さ
い
ｏ

常
陽
銀
行
高
萩
支
店

○
融
資
額
及
び
返
済
方
法
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事
務
所

融
資
金
額
卯
万
円
以
内
（
電
③
２
１
１
１
内
線
２
８
２
か
ら
２

返
済
期
間
融
資
の
日
か
ら
２
年
以
８
５
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

１〆

ソ
連
の
強
制
抑
留
者
と

利
率
年
６
．
５
パ
ー
セ
ン
ト

そ
の
遺
族
の
方
に
お
知
ら
せ

返
済
方
法
元
利
均
等
月
払
い
ま
た

は
一
時
払
い
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ソ
連
に
強
制

貸
付
形
式
手
形
貸
付
ま
た
は
証
書
抑
留
さ
れ
た
方
や
遺
族
の
方
の
連
絡
を

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
室
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
『
『
一
一
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
一
一
一
『
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
亘
卓
一
一
一
亘
亘
］
’
一
二
一
一

梅
雨
入
り
絵
と
文
・
伊
藤
龍
馬

６
月
に
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
梅
雨
に
入
る
。
市
内
の
大
方
の
田
ん
ぽ
は
、

す
っ
か
り
青
田
と
な
っ
て
、
夕
食
の
ひ
と
と
き
、
ふ
と
耳
産
か
た
む
け
る

と
、
蛙
の
声
が
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
、
賑
や
か
に
き
こ
え
て
く
る
。

昨
年
は
予
報
が
外
れ
、
か
ら
つ
ゆ
に
終
っ
た
が
、
今
年
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
の
生
活
資
金
融
資
制
度

ー

l I II I l ll，合1 1 1 10:I l I 1 I IT I l I I l I I l I I l I l I I l l l l II I 】I D IⅡ1ⅡI III II I I l I l l IⅡ1 11 1 111 II II1 I I I I Il I I I1 I l III l l I l I II I IlR1U IIN II I I l I 1Ⅱl I lⅡl I IT I 1 I I

二1 1 1 1 I 1 I I l l l I I II l I I 1 I l l l I l I l I I l IⅡl I I IrI I l l－

＝ ＝
＝ ＝

＝ 二

二 二

＝ 二
＝ ＝

お知ら廿 言
＝

二

二

二 二
二 ＝
＝ 二

二 ＝

6月の納税 ﾆー

ー

ニ ＝

＝ ＝

＝ 二

市・県民税冒
＝

二

＝

＝ ＝

国民年余 ミ
ー

ニ

ー

ニ 二
＝ 里
＝ 二
＝ 二
＝ ＝
二 二

（いずれも1期） 三二

言

＝ ＝

＝ 二
二 二

二 二

｜
＝

＝

＝

＝

＝

ニ

ー

ー

ニ

ー

ー

ニ

ニ

ー

ー

ー

ー

ー

ニ

＝

二

二

＝ ＝
＝ 二
三 二
＝【I l l I I I l I 1 1 1 1 I I I 1 l I i l I1 1 I l I l l I l I I I I l I I l I l L字

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
次
の
方
々
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

連絡委員名
NHKのど自慢に

応募してみませんか

とき7月3日(火)開演午後6時30分から

（開場午後5時30分）

放送日 7月22日（日）午後0時15分から

午後1時まで

ところ十王町民体育館(多賀郡十王町）

ゲスト歌手郷ひろみ八代亜紀

出場申込方法往復はがきに住所、氏名

年齢、職業そして曲目を

明記して申し込みのこと

（満16歳以上のものに限

る）

観覧申込方法往復はがき（1人1枚）に

住所、氏名と観覧希望と

明記して申し込みのこと

（申し込み多数のときは

抽せん）

締め切り 6月15日 （金）必着のこと

（出場観覧とも）

申込先〒310水戸市大町3－4－4

NHK水戸放送局「のど自|曼」係あて

委 員住 所
戸室三郎 本町2－14

山田常蔵 有明町3－64

高橋利男 高萩242

松本正男 石滝450

宇佐美正見 島名2159

大森八郎 下手綱702

大島義市 横川609

’ 話
“
師
、
虹
ね
布
狐

７
１
６
７
８
９
６

２
３
２
３
４
１
７

電
一
一
一
一
一
一
一

２
２
２
３
２
３
８

ボ
ラ
ン
テ
ア
の
名
を

か
り
た
訪
問
販
売
に

ご
注
意
を

最
近
、
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
称
し
て
、
家
庭
を
訪
問
し
て
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
を
売
り
つ
け
ら
れ
た
と
い

う
被
害
が
相
つ
い
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
訪
問
販
売
に
よ
る
損
害

を
防
止
す
る
た
め
、
昭
和
風
年
６
月
４

日
「
訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
」
が

公
布
さ
れ
哩
月
３
日
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
予
防
の
た
め
に

○
訪
問
の
目
的
を
聞
く

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
訪
問
を
う
け
た
ら

玄
関
に
入
れ
る
前
に
、
ま
ず
訪
問
の
目

ー

お
わ
び
と
訂
正

５
月
号
の
市
報
３
ペ
ー
ジ
の
欄
で
、

神
代
哲
夫
さ
ん
・
柴
田
徳
男
さ
ん
・
大

高
善
隆
さ
ん
と
あ
る
の
は
ゞ
神
代
哲
男

さ
ん
・
柴
田
徳
夫
さ
ん
・
大
高
喜
隆
さ

ん
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

いしもち釣大会で大物を 的
を
聞
く
。

○
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る

公
共
的
な
機
関
の
名
前
を
持
ち
出
し

て
き
た
場
合
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示

を
求
め
る
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

そ
の
場
で
関
係
機
関
に
問
い
合
せ
る
よ

う
に
す
る
。

実
際
に
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

こ
の
よ
う
な
寄
付
行
為
の
販
売
は
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

※
訪
問
販
売
が
す
べ
て
悪
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
消
費
者

自
身
に
充
分
な
知
識
と
心
が
ま
え
が
あ

れ
ば
、
悪
質
な
手
口
に
乗
せ
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
、
訪
問
販
売
を
上
手
に
活
用

し
て
く
ら
し
の
合
理
化
に
役
立
て
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
す
。

と き：7月7日（土）

午後4時から午後5時まで（受付）

午後5時から午後9時まで（大会）

雨天の場合は14日（土）に延期

ところ：高萩海岸

（受付は高萩中学校前海岸）

参加費:300円

くわしいことは、高萩市魚友会事務局

照山（電②2077）へ

発行と編集高萩市役所市長公室・広報広聴係 （高萩市本町1の100"(3)2111) 印刷藤枝印刷所


